





































のに Gottfredson (1981, 1996) があるが, ここ
で職業イメージは, 威信の高さと性別の軸から成













なっている｡ 例えば日本労働研究機構 (2001) の
研究では, 中高生を対象として, 様々な職業につ




















































ところで, ｢社会人｣ とは別に, 社会に出て働
いている人の典型として多用される言葉に ｢サラ




















































した｡ 第 1調査では ｢サラリーマン｣ イメージを





調査対象者は, 江戸川大学の学生, 計 135名
(第 1調査 58名, 第 2調査 77名) である｡
調査期間・調査方法





調査 1, 調査 2とも以下に示す同様の質問項目
によって構成されていた｡
1. 社会人・サラリーマンの描画




示し, 6.5×16.5 cmの枠の中に描写を求めた｡ 調









た｡ 調査 2では ｢サラリーマン｣ の部分を ｢社会
人｣ に書き換えて実施した｡
4. サラリーマン・社会人に対する感情・評価
｢その 『サラリーマン』 に対し, あなたはどの
ような気持ちを持ちますか｣ との質問を提示し,
自由に記述するよう求めた｡ 調査 2では ｢サラリー




絵を全く描かなかった 1名を除く, 計 134名であ
















およそ 8割, 女性を描写した回答者は 1割, 性別
不明 (象徴化された人間の姿などの描写) が 2割
弱であった｡ ただしこの割合は, 調査 1と調査 2
で異なっていた｡ 調査 1では男性描写が 9割で,
女性は全く描かれなかった｡ それに対し調査 2で
は, 男性描写が 8割弱, 女性描写が 2割弱である｡
調査間の差の検定の結果, 男性描写は調査 1の方
が, 女性描写は調査 2の方が多くなっていた｡ な
お, 調査 2では回答者の性別によって描画された
人物の性別に違いがみられた｡ カイ自乗検定の結
果, 調査 2の男性描写は男性 (87％) の方が女性
(67％)よりも有意に多く,
女性描写は男性 (7％) よりも女性 (27％) の方
が有意に多かった｡
2. 年 齢
登場人物の平均年齢は, 32.4 歳 
である(3)｡ 年代ごとに分布をみると, 20代が 43
％, 30代が 31％, 40代が 22％, 50代が 4％であっ















｢笑う｣ であったが, ｢頭を下げる｣ も 1割程度み
られた｡ また回答者のおよそ 3割が, 場所が特定
できる場面を設定しており, その中では ｢職場｣
｢列車内・駅｣ が多かった｡ 外見については ｢スー












































































































































































いった ｢営業トーク・挨拶｣ で, 回答者の 3割弱
がこのセリフを絵に加えていた｡ その他では ｢疲
れた｣ ｢ZZZZ…｣ といった ｢疲労・倦怠｣, ｢こん
な仕事やってられるか｣ ｢最近の若者は｣ といっ








たものを取り上げた(4)｡ 第 3 主成分までを算出
(固有値：第 1主成分 0.15, 第 2主成分 0.12, 第 3
主成分 0.08) して各項目の布置を検討した｡ この
うち第 2主成分と, 第 3主成分による 2次元を図
化し, 各項目群に名前をつけたものを図 1として
示した｡
図 1の項目群は, 大きく 4つに分類される｡ 第





る, ｢活発な職場｣ 群と考えられる｡ このイメー
ジに該当する典型的な描写が, 図 2である｡
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(注) 各項目とも, 描写ありを 1, 描写なしを 2として数値化して分析を行った｡ ◆は描写項
目, ◇はセリフ項目を示している｡ 煩雑になることを避け, 図には項目の ｢あり｣ の値の
みを載せた｡






























































第 2象限には ｢頭を下げる｣ ｢上司・部下関係｣
























全体を通してみると, ｢営業｣ ｢デスクワーク｣ と
いった具体的仕事内容について記述しているもの













内容分類を行った｡ その結果, 延べ 186の説明項
目が, 表 4に示す形で分類された｡ 全体を通して
みると否定的感情・評価が 6割を占めて多くなっ




図 2 描画の例 1 (調査 2, 大学 2年生, 女性)
図 3 描画の例 2 (調査 2, 大学 2年生, 女性)
図 4 描画の例 3 (調査 1, 大学 2年生, 女性)
































































































































































































述べ回答数 406 191 215














































































































































































































が, その他に ｢自分がなりたい姿｣ ｢かっこいい｣
といった憧れを示す肯定的な感情も示されていた｡
これらの肯定的回答は調査 2で多く, ｢サラリー




























中でも ｢大変そう｣ ｢つらそう｣ といった同情や
哀れみの感情が多く, ｢なりたくない姿｣ ｢つまら























































































































































































述べ回答数 186 79 107





























を, 調査 2として社会人イメージを尋ねた｡ 結果

















がみられ, 年齢も相対的に若かった｡ さらに, 複
数の人数が描かれ, 営業トークや挨拶などがセリ
フとして付与されやすかった｡ 感情・評価に関し
ては, ｢尊敬｣ ｢応援したい｣ ｢自分がなりたい姿｣
といった肯定的感情の割合がサラリーマンよりも
多くなることが示された｡






























































( 1 ) 本研究実施にあたり, 下村英雄先生 (労働政策
研究・研修機構) に貴重なアドバイスをいただき
ました｡ 深く感謝申し上げます｡
( 2 ) 本研究では, 描画および自由記述の項目抽出お
よび内容分類は, 調査者 1人が行っており, 妥当
性・信頼性の検証は十分に行われていない｡ 今後
は, この点を改善することが必要である｡
( 3 ) 30～40歳といった回答については, 各回答の
中央値を代表値として用いた｡
( 4 ) 場面の ｢家庭｣ は 5％以上の該当であったが,
他の項目から大きくはずれていたため, 分析の途
中で除外した｡
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